
 
 
 
 
 
 
 

 
  
「親子で子供の進路について考えること」の勧め ～坂祝中学校のキャリア（進路）学習～ 
                                      校長 渡邉 等 

中学校と小学校の大きな違いの一つは、生徒たちが、中学卒業時には義務教育を終え、社会に羽ばた

いていくというところです。中学校では、３年間で、自分自身が将来どんな進路をとっていくのか、ど

んな生き方をするのかについて、教科の授業や進路(キャリア)学習などをもとに考えていきます。 

坂祝中では、１年生で「進路の決め方や進学・就職の概要、自己理解」を学習します。２年生では、

実際に職業体験をしたり進路講話を聞いたりする中で「働くことの意義や大変さ、進路のとり方」等に

ついて学びます。また「高校や専門学校など進学先の種類や特徴、近隣の学校」について調べます。３

年生では、自分の適性や願いと照らし合わせて、興味がある進路先について具体的に調べ、受験先や就

職先を絞っていきます。３年生の夏休みを過ぎたころには、進路希望先を概ね定めることになります。 

子供たちを応援、支援するために、進路情報の獲得を 

進路先決定を控えた子供たちは、どこかで不安やプレッシャーを抱えているものです。そんな時に、

安心や落ち着きをもたらすのが「理解者」の存在です。親子で一緒に進路について考えた営みがあれば、

親の「頑張れ」のひと言でも、子供たちは「親が自分のために高校に連れて行ってくれた。一緒に調べ

てくれた。一緒に考えてくれた。勉強の様子を見に来てくれた。自分も頑張ろう」と考えることができ、

大きな支えになるでしょう。その「頑張れ」には力があります。軽々しい「頑張らなあかんよ」には、

「どれだけきついかわかって言ってくれているの？」という反発に近いものが生まれたりもします。 

親子が日頃から共に考え共に悩み、親の思いがこもった「頑張れ」で、人生の大きな山場の一つに挑

む生徒に寄り添ってあげてほしいなと感じます。 

保護者が進路について知る機会 

坂祝中では、保護者を対象にした進路情報を得るための３つの会を開催しています。 

① 全校保護者高校見学会（6月 7･14日 関、加茂農林、加茂、関商工、美濃加茂で実施） 

② 3 年生進路説明会（①に加え、可児工業、各務原西、岐阜高専、岐阜各務野が来校）3 校まで参加。 

③ 夏休み三者懇談時の 3年生個別進路相談会（計画中） 昨年度、愛知の高校のリモート相談も実施。 

そして、夏休み以降も親子で参加できる見学会等を計画している学校がたくさんあります。また、7月

9 日には本校PTA が主催する高校紹介・進学相談会が行われます。それらの機会についてホームページ

等で調べて参加したり、実際に電車（自転車）で行ってみたりするなど、親子で進路先に向き合ってい

くことができます。卒業前に焦ることがないように、十分な準備を行うことを勧めます。 
 

皆さま ご心配をおかけしました ～大雨で新幹線がストップ｡3 泊 4日の修学旅行が将来の良き思い出になりますように～ 
何年振りかの東京への修学旅行。生徒の主体的かつ自治的な活

動で、楽しく有意義な旅行になりました。今年度、1日目は、国

会議事堂と都内班別自由行動、墨田川屋形船ディナー。国会議事

堂では金子議員さんから「国会とか予算とかは自分に直接関わる

こと。これを機会にさらに関心を高めて。」というお話を伺いま

した。2 日目は、班別企業研修とディズニーランド。自分の興味

に合わせた企業で会社説明を聞きました。地下鉄等を使って班ご

とに移動するのがスリリングでした。3 日目は、東京タワーと

VR 体験。東京タワー内にある体験施設で最先端の技術を使ったゲームやスポーツを体験しました。 

3 年生は、みんな仲がいい。それぞれの場面で、違った仲間と男女関係なく話したり活動したりする

姿があり、微笑ましさ、すがすがしさを感じました。 
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